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特集『IC(MRA）と私』 今号ではIC（旧MRA）に/1¥会われた万々の体験や、その影響、そして、その考え方に基づいたイニシアティブについてご紹介いたします。

自分が全ての源、自分から変化を起こす． 
森文男（人材育成コンサルタント）

1950年、奄美大島で4人兄弟の3番目として生まれ、

少年時代は父が市の助役という立場にいたため、幼い

ときから多くの人に囲まれ海や山や川と自然の中での

びのびと過ごしていました。

父は独学で自分の地位を作り上げた人だけに教育に

は大変熱心な人でしたから、そんな私は5歳からバイ

オリンを習い始めることになりました。しかし、おと

なしくしていることさえ大変で、遊ぶことしか興味の

ない私の習い事は長くは続きませんでした。また、長

• 9:と長男が進学をするころに父は市長に選ばれており
ましたが、それより子供たちの将来の為には多くの子

供たちの中で競争をして教育された方が将来の為にな

ると奄美大島を引っ越すことになりました。

中学時代はスポーツと音楽に夢中になり高校にも

応入学したものの、 l唯一の楽しみは友人とのバンドの

練宵という平凡な毎日を続けておりましたが、将来何

をしたいのか何をしたらいいのかと迷いながら満足感

や充実感などはありませんでした。

そんな中1966年の春、 MRA国際移動学校のショー

でした。

同年代の若者たちがエネルギッシュに堂々と自分の意

見を発言し行動し多くの人々に影響する姿を見て、それ

までに体験したことのないような感動と興奮をおぼえ、

その驚きで電気が走ったように体が震えました。

“これだ ！”“これしかない！”

こんな股界があるとは夢にも想像していませんでし

た。求めていた音楽、情熱、国際的な活動、そしてリー

ダーシップにも強く心をひかれました。その日から鹿児

島でのMRA活動への参加を決め、 1年間父への説得を続

け念願の移動学校への転校が実現しました。

私の人生はMRAからスタートしたようなもので、その

考え方は人生の柱となっており、 MRAで活動したことは

私の誇りとしていつも心に残っています。

私にも 13歳と20歳の子供がおりますが、この年に

なって思うことは39年前に出会ったMRAを人生の楽し

かった思い出にするのでなく 、1人でも多くの人たちに

が来たときのことです。“何か変わった音楽グループが この考え方を広めて行きたい、そして子供たちの未来が

来るから”と友達に誘われ、暇つぶしにと思い行くこと 少しでも平和で住みやすい世界になってほしいと心から

にしたのですが、それは私にとって大変衝撃的な体験 願っております。
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私は小さな石ころの一つにしかすぎません。それでも 子供たちが夢やビジョンを持って生きる社会になるよ

水に投げれば小さいながら必ず波紋は広がり、多くの人 うに。

が集まればその波紋は波のように大きく彫響していくと llt界中がお互いに協力しあい助け介う社会になるよう

信じています。 に。

“自分が全ての源、れ分から変化を起こす” お任い認め介い、愛し合う社会になるように。

平和な社会を創るために私にできることを続けていき

たいと思います。

我が家の行動指針

2005年12汀、子どもが犠牲となる、Jf件、そして大企

業の不正や偽装が述nのようにメディアで報道されてい
ました。それを見ながら、これら全く違う種類の報道が

屯なったのは、偶然ではないように感じ始めていまし

た。「バレなければよしJ、「法律さえ騒い滑ればよしJと

考える人たちを、社会的に成功を収めたという理山だけ

でリーダー的存伝にしてしまい、 fnjが1Eしいのかを与え

ず、百Iiになってしまっている大人が多過ぎるのではな
いだろうか。そして、その結果としてそうした風潮に影

響を受けた者たちが更に弱し、訴を襲うようになってきて

いるのではないだろうか、と考えざるをえないように

なっていったのです。

岡本さくら（主婦）

になりました。

とりあえず臼分で、作ってみようと思い、学校より州宅

した9l~の息fに、人として生きていくために大事なこ

とを3つほど提起してもらい、それから11歳の娘が捉

起、そして翌朝jには犬に故終決議を依頼し、 5日程修正

に要してから我が家で初めての行動指針が完成したので

した。契約Aのように行nがサインするというアイディ
アも長野さんから阪きました。

それぞ、れカl[f1l事のサインをし、家族全uで交わした初
めての約束事となりました。このよ二ヶJJ1m我が家の冷蔵
'-'11に）！市り付けてあり、 H

この l刈符は必、~にLじじて変J.J.i されるカミもしれません

し、 M卜年も変わらないかもしれません。それは各家庭

で「i山に決めれば、常lこ最適な行動指針になると思いま

． 

そんなときにIC専務理事の長野さんとモラルの低下に

ついて話し合いました。 す0 • 

忠いとは知りつつも弱し、白分がいる、というのは誰に

でも起こり得ることで、やはり得れがしっかりと考えな

ければならないのですが、実際にどうすれば告白が倫開

観を忘れずにいられるのかを考えてみました。企業は社

只向けに（塾でも教u用に）「行動指針Jを掲げて、企業の
進むべき道を示していますし、インターネットで検索し

てみると、家庭内の行動指針を作ろうと取り組む「！治体

もみつけました。「食事中にはテレビをつけなしり、

「二ヶ月に一度は家族全員で過ごすようにするJなどの項

目について教育者や議員によるさまざまな意見が公開さ

れていました。

背は「家司IIJはそれぞれの家のもので、家庭毎で異なっ

ていたのですから、全ての家庭に当てはまる行動指針は

無理があるように思いました。そこで、それぞれの家庭

で作ることが大事なポイントではないだろうかという話

友人に我が家の行動指針について話したところ、彼交

は一人界らしなので「l分の行動指針aを“NewYear's 

Resolution （新年の抱負）”として二＇ Fきmし、私に教えて
くれました。更に、彼交が訴した他の友人も、夫婦で今

．岡本さん一家
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年の決意を書き出し、それに込められた思いを友人と かめ合い、より平和な世界に向かいたいと願っていま

理解（share）しあったと聞きました。家族問だけではな す。できるだけ多くの人に賛同、そして実践してもらい

． 

く、お互いが何を大事に思って生きていこうとしてい

るのかを知るためのコミュニケーション・ツールにも

なるようです。

「我が家の行動指針Jを作ったことによってすぐに目

覚しい変化があるとは期待していませんが、互いの思

し、を確認できたこと肉体が大きな成果だと忠います。

そしてもし今後、弱い円分が頭をもたげようとしたな

らば、自分や家族への許いが破られないようにしたい

と思います。

社会全体に警鐘がl鳴らされている今だからこそ、

人びとりが周りの人たちとつながりながら、 Jgいを確

たいと思っていますの

で、皆さんのご意見・ご

提案を姑非お聴かせ下さ

い。ご自身の行動指針な

どがありましたらご紹介

ください。よろしくお願

いいたします。

連絡先 FAX: 

03-5729-3518 

または

03-5459-5706 

肉本郁生家の家憲
～f'和~世界を作るために～

J あいさつをしよう

1. 命を大切にする

l. うモをつ。、ない

l. だれが正しいかではなく、

何が正い、かを考える

1. 人を思いやる気持らを忘れtぃ

和たんUこれらを生拾の4古来どするこどをif:、必ず．

名前盟ムヱ一一
名前旦ム占.L!J;___

名前」込ムーよニュー

名前』主主r!-_

．同本家の行動指針

落書き消去から生まれる壁面アート

福田健一郎（早稲田大学政治経済学部政治学科3年）

山手線の車窓から、街組みに混じって落芹きが多く見 個人の住宅へは対策を打ち/I＼していましたが、それ以外

られることに、読者のみなさんはお気づきでしょうか？

渋谷や原宿、池袋といった持者が集う街を中心に、壁面

に無造作に書カ通れた落；！？きが多く日に付き、その風崇

は、お11_t辞にも見ていて心地よいものとはし、えません。

このような状況を見て、 2005年8月に、私は大学の研

究室の自主研究の一環として、研究室メンバ一、立教大

． 学の美術サークルと共に、豊島伽「協働事業提案制度j

に基づく協働の申しti¥を行いました。内符は、「落書き

をyJ1jし、地域の同怠に基づく絵を新たに描く jという取

組みを、池袋駅近くの4壁面（電車の窓からは見えません

が・－）に行う、というものです。炎天下の中取り組ん

だこの試みは、それほど大規模なものではありませんで

したが、若者の地域貢献という意味で、は意義あるもの

だったのではないかと思います。

溶占きで悩んでいる商店街に話を聞くと、街中の落書

きは、様々な集団によって書かれており、ある種競争の

ような様相を呈しており、非常に小さな落書きで、あって

も、すぐに消さないと周辺に広がる、というものでし

た。そのため、その商店街では、落書きをされた店の

シャッターをアマチュアの芸術家に開放しており、非常

に大きな効果を挙げています。

豊島区は2000～3000筒所の落書きを抱えており、

は落書きが残ったままでした。そこで、前述の商店街の

ように、区の壁も芸術家に開放し、落書きを除去すれば

いいのでは、と考えました。それゆえ、私たちには、提

案を通じて、「芸術に携わっている人の発表の機会を作

りたしりということと「住みよい地域の環境を景観の面か

ら実現したし吋という二つの核となる円標を設定しまし

た。

実際の作業では、時間的な制約から、大学の美術サー

クルに引き受けてもらいましたが、普段屋外に作品を発

表する機会はあまりなく、また普段慣れ親しんでいる街

の問題解決にあたることの使命感から、積極的に取り組

んでもらうことができました。また豊島医からも壁の使

用許可や必要経費等快く応じていただくことができまし

た。

今や、日本は少子高齢化のH寺代を迎え、いわゆる「同

塊」の1it代が会社から地域へ活動のフィールドを移しは

じめるといわれています。そうしたときにいわゆる「地

域コミュニティの崩壊Jがそのまま放置されれば、様々

な問題が発生しかねないことは容易に想像できます。こ

れまでは誰か（行政かもしれないし、町内会かもしれま

せん）が解決してくれたのかもしれません。しかし、今

3 
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では、行政は財政難、町内会は入手不足に悩まされてい

るケースが多く、必ずしも地域の課題全てに手が回ると

は限りません。そうしたときに、私たち一人びとりが問

題解決に進んで取り組むことが非常に重要なのではない

でしょうか。

今後も継続的に、この取組みを発展させていきたいと

考えています。企業の社会的責任に基づく地域貢献活動

などへの応用可能性なども考えながら、より地域の方々

に参加していただけるような仕組みを作れればと与えて

います。
・大学の美術サークルの学生によって描かれた絵

神戸のMRA｛現IC）運動を支えた北野国際センター

山田 芳信（国際IC関西世話人会）

神戸のMRA運動 明治の神戸開港とともに外国人がこの北野山麓に多

く住み、プロテスタントやカトリックの教会はもとよ

神戸のMRA運動は、 1960年代に相馬雪杏氏らのご協 り、ユダヤ教会、イスラムのモスク、インドのジャイ

力により西ドイツの炭鉱労働者の自作向演による「ホフ ナ教寺院、ロシア正教など1ft界各，~，の教会がこの 一角

ヌング（希望）Jや、当時、石川島重工労働組合の柳津錬 に集まっており、各宗教のテ、パートといった地域です

造委員長の「一粒の麦Jなどの神戸公演を機に、住友義 が、この北野天満神社には、これらの宗教の違いを超

輝、原口忠次郎（神戸市長）、砂野仁（川崎重工）の各氏 えて多くの外flil人が集まり、外！司人の奉賛会長や実行

ら、かねてからMRAに参加していた多くの布Jぶのお｜吐 委員会も生まれ、みんな仲良く神戸弁で活勤していま

話で始まりました。 す。

私とMRAの出会いは、 1970年4月にさかのぼりま 北野国際センターは、このようなIn!際的な環境に忠

す。大阪万博のエキスポランドの野外劇場で、神戸青年 まれ、異和感のない白由な雰閤気の中で活動を続けて

会議所の参加事業としてMRAシングアウト神戸が出演 まいりました。

した際、広報担当としてお世話になったのが始まりで今

LIに至っています。

国際ボランティアはYMCAの今井鎮雄、兼松正氏のも

とで10年、神戸青年会議所で11年、ロータリークラブ

で34年と、お手伝いをさせていただいて来ました。特

に震災後は、多くの障壁があり、なかなか思うように進

みませんが、挫けそうになった時にはブックマン博士の

ことばを座右の銘にしてがんばっています。

世界各国の宗教を超えて

国際IC関西世話人会の事務所は、神戸の北野町異人館

街の中心、神戸名所の風見鶏の館のすぐ東隣にある北野

満神社の境内にあります。

この北野天満神社は治承4年0180年）に平清盛が都を

京都から神戸の福原に選した際、京都の天満宮から歓請

した歴史ある神社です。

1983年から活動が本格化

北野国際センターは、神戸ならではのこのような土

壊に育ち、 1981年に開催された「ポートピア’81Jから

活動が始まりました。1983年にはlit界宗教の相互理解

を目的に神戸に住む外国人たちの主導で北野同際まつ

りが始まり、これを全面的にサポートした北野天満神

社のご厚意で北野間際センターは神社の境内に設置さ

れたのです。

1983年に田嶋克己氏を中心とした神戸輸入促進

フォーラムの同志が、グローパリズム運動を開始。第1

回神戸国際交流まつりには、 M孔生メンバーを含む数多

くのボランティアが集いました。この頃からMRAダイ

アローグ・イン・コウべが開催されるようになり、

1992年には北野凶際センターに、トム・ラムゼイ氏

（オーストラリアMRA協会会長）ら海外からゲストを招

．も

． 



いて「心の1lij際交流Jをテーマにパネルディスカッショ

ンが行われ、 H.ll.fiがIii五｜！：祭MRAfi本協会会長（、11IIJ）、

1),J川夫利子北野Itil際センタ一所長、河I川典f氏らが、

1iil亡を交えて熱心にl活し('jいました。

会報f心JLこ寄せられた平和のメッセージ

1987年に北野天満ドlitf：の会報に、フランク・ブ、ツク

マン博tの「平和！の心Jが財哉されましたが、それ以米
多くの賛同行から会報にメッセージがなせられまし

た。そのいくつかをご紹介しましょう。

＊関川ユダヤ協会のJ.グラック氏は、「あまり小さく

｜古！まらず、 ll本人もい：：1際人、そして地球人であるこ

とのnuを尚めるJ

． ＊インド ジャイナ川のカラニー刷、「民族や示教

の迷いを超えて、「！らの良心でl'lc.の変」r·~が必要J

＊神戸ユニオン教会のホーデン牧師は「海兵隊と A絡に

ベトナムへ派iむされたが、敵l1iJ1：が銃を向け{rった

11.J、お付さんの以を与えずに引き金を引く戦争の1£,,

劣さはJ柴にしょうがないJ

*KVGGの｛戸村千＇，＇ l也f氏は、「知町('jうのは簡IれでもJII!

解し('jうことは難しい。人llUの持つぷ11＇（さと似%と

経験とグッドウィルlこl品、た三助が人の心に触れて

初めて相Tf.flH併が.W'I:えるJ

世界に対してオーブンになる

IIAJ News No.I JO 2006 

＊孫ljI山記念館の王fl'］林副館長は「日本神道は過去にお

いて［14家i，，，迫－に利用されたILrWJがありましたが、日本
神道は八百／if,の神々を敬い畏れ、 -ITして他の宗教
を作認し、咋illして利iの精神をもったおおらかな多神

教であり、この相II理解の心を111：界に発｛えして行かね

ばなりませんJ

その他住友義側、 j長総JI.、Ji奈川宇久、 j長松忠氏ら多く

のMRA関係行も執筆されました。神戸のr111際関連同体

に配イtiされ、何日大きな反響を生んで、おり、今も心ある

ボランティアたちの子で北野111際センターの活動は続い

ています。

・北野天満神社で世界平和祈願のピースセレモニーを並んで斉行する神戸イ
スラム寺院のヤヒヤ・モニ－）レ神父と関西ユダヤ教会のマイケル・フオツ
クス代表

『国際観光地HAKONEJに生きる子ども達の育成

鈴木恒美（小学校教諭）

「兄弟の紳はいいけれど、命をもっと大切にしたfjが 「円我兄弟Jの話を制べ終えた4{f'I：は、あだ討ち物Mf

いいよJと、 Rさん。 から見下に「、｜午n.命の呼さJに$11び、つけて，｛fiし0えるよ
うにfiってきました。

「なぜ、 1,,Jじ人IIりなのに争いがおきるのだろう。ぼく

はl't界のために、ぼくからlit界中の人述と仲良くしな 出会い～故郷のような懐かしさを～

きゃし、けなPoJと、 H-1I。
名？？や地紋等をはるかに組魅した「人｜！日としての生命

「外IE！では戦争や位殺が起きている。ぼくの）JではfnJ の締きJを光らせ、「魅力ある人｜！日教n,pで、ありたしりと、
もできないけど、いけないことは正Illに.｝おうJと、 O 思いながら小学校に勤めてもう35{j:になります。

打。 祈i恨（fillイiJJiOに勤務した20年前、 Iti:I際化を与える機会

5 
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．「アクション・フオー・ライフ」の青年達と交流する子供達

があり、「政治、経済、科学技術はIEIとIIIの関係が進ん

でいるが、教育、文化は遅れているJことに気づきまし

た。最も大切なのは人！日！と人間の交流です。11そ界の人々

ともっと心を通わせ、人間が人間としてのJIH解や友好を

深めることが、教育に今必要で、はないかと~－えました。

間際人として通用する「fEI際観光地HAKONE」に住むf
ども達の育成に努めようと決意したのはこのころです。

運良く、 lnl際的視野に立って活躍している地元に住む

高橋正美さんに1B会いました。幾度も訪ね話をききなが
ら、どのように教育に収り人れていくかを模索しまし

た。熱い思いで「和恨Jを語る立派な人制に触れることが

できました。例年か後に「l’l分の斗iき方の原点はM孔生で、

すJと言われたとき、放郷のような懐かしさを感じまし

た。それは私の通った中学のそばにアジアセンターが

あったからです。これが最初の出会いでした。

月に一度の小田原サークルに参加することによって、

自信をもって｜司際理解教育に取り組めるようになりまし

た。 アジアセンターの中山所長さん、 二符さんを初め

とするサークルのみなさんや本部の長野さん等多くの

方々が希望の光を注いで、くださいました。私も子ども達

も、輝いて堂々と前進することができました。

実践～小さい子ども達が地域を変えた～

箱根は位界中から観光容をひきつけるすばらしい国際

観光地です。そこに私が勤務する箱根小学校がありま

す。案内板が日本語ばかりなので、山のrj-1で遭難しそう

になった外国人客の話を聞いた子ども達は、「し、つでも

相手の立場に立ってやさしい思いやりでウェルカムする

ことがここに住む人の使命だよ」と、考えました。

そして訪れた外国人観光客が困らないように「思いや

やホテル等にも配ることを考えました。こ

のようなボランティア活動を始めて、もう8

年が経ちます。わずかな英語しか知らない

fども達が、 mいやりをもって堂々と lit界
中の人をウェルカムする活動は、まずfど

も日身を変え、予校教育や地域を変えてい

きました。 学校現楊では Ir~際問解教行の必

要性を認識し、学校全体で取り組めるよう

に力を入れて教行したり、地域では外Iii!日行

の石板がたくさん屯てられたり、バスの逆

転手も優しくおl切に対応する姿が見られた

り、IUJはJ1ifの人川の外i司話会訴＊を作った
りする等「思いやりのある和服」へと少しず

つ変わっていきました。fども達は「1分述
の活動が地域に役＼・，：っていることを知り、「魅力のある

箱根をいつまでも守りたしりと地域を誇るようになりま

した。11馴 Iから感伽子紙がたくさんJri1いています。． 
もう ー）支あの子ども述に会いたいと同び、〉！と11した人もい

ます。

「アクション・フォ－・ライフ （AFL)Jや巾IEll£1際交流

協会のみなさんをはじめとする海外の方々の米校が、さ

らに全校のfどもと教師iの怠識を変えていきました。感
謝しております。2005年尚橋IE美さんによって、韓1,::1

とフランスで子ども達の活動が紹介されました。［－，qやI三

葉が巡っても 「心Jは結び、介うことをよく知！っている fど
もたちはlit界に向けて縦尖に削ぎ始めました。

「白抜兄弟Jを学押してきた4年生は、命をかんたんに

絶つ今の 111：の中だから 、祈り鶴に 「平不II・友好－

Peace ・ LoveJとt守いてlit界の人々に配ろうと準備をし

ています。

この祈り1@Jが械々なl!ilの宅で、大きく羽ばたくことを

願っていますO ． 

りのつまった地図Jを作って、外国人や地域の土産物店 ・観光客に話し掛ける子ども達
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2001年9月11日のアメリカでのテ口は19名のイスラム原理主義者によって引き起こされ、世界を恐怖に陥れま

した。しかし、イスラムの本当の教えと姿を理解する一助としてイギリスのICの方々 が、 IC(MRA）と出会ったイス

ラム教徒19名の方々の体験や考え方を紹介した『何故テ口か一他に選択肢はないのだろうか？ /Why TERROR-is 

there no alternative ？』 という小冊子を作りました。その紹介文には、「私達は、増え続けるテ口、暴力、自爆

テ口の背景にある理由を本当に理解しているでしょうか？拡大する貧富の格差、難民の非常に苦しい状況、不正行

為、何百万という人々が味わわされている屈辱や絶望、そして明らかな西側諸国の無関心や横暴、これらのすべて

が、敵意や報復を生み出す土壌を作り出してきているのです。最大の脅威は武器ではありません。憎悪、怒り、不

正、そして政治的腐敗などの源泉が、人々を武器へと駆り立てるのです」とあります。日本人に馴染みの浅いイスラ

ム教への理解を深めて頂ければと、この小冊子を翻訳して順次ご紹介しています。第5回は、インドとパキスタン

の間で長年にわたり紛争の続いている力シミールのイスラム教徒の方のストーリーです。

く＞1Cと私く〉

肉なる声を聞く

モハマド・アルタフ・力一ン（インド・カシミール／法科学生）

私は19731［：にスリナガールで生まれました。1988

11三に学校教行を終えた後、 1996｛ドにカシミール大学で

理学！？けを収り地点の新lllJ会社ウルドゥー紙に就職しま

した。以米、カシミール内外の惚数の社会組織や政治l叶

体で活動を行い、スリナガール内のハンジ・コミュニ

ティー（ジェイラム川岸で生活している難民）のf供述に

勉強を教えたりしました。このコミュニティーに学校を

設立したかったのですが、蔓延する暴力のため実現はな

りませんでした。

逮捕

1997年、私はカシミール渓谷にいる過激主義行たち

と関わりがあるとの珂liJで、迷flりされました。拷nuはデ
リーで一ヶ月間、そしてカシミールでは4511日jにおよ

びました。：1ilf,J受けた肉体的な焔みと心的な汗悩はa葉
で、 r~－い表すことはできません。その後は数々の刑務所に

投獄され、あわせて2年間を獄中で過ごしました。この

期間に私は、私にl直接的な痛みや苫’悩をもたらした当事

者だけでなく、インドの全てに対して憎しみを抱くよう

になりました。 1999年8月、やっと釈般されました

が、そのH寺私は↑曽恵、と怒りと失望を胸に抱えておりまし

た。

偏見を克服

投獄という経験を通じて私に浮かんだ考えは、向分の

人生をかけて、カシミールの私の｜司胞述の苦悩を和らげ

ていくには何をすべきかということでした。そして不法

行為と争う故汗策は、法的子段だと考えました。私はプ

ネ（インド）に行き、法科大学に人’予しました。

この11.J代は私にとって厳しいものでした。なぜなら、

胸に↑自~を抱え込んだままでしたから 。 しかし宇いなこ

とに、北インドll'r身のルームメイト、ガガンディープ・

シャーマ君のお｜怠で、私は偏見を克服していくことができ

ました。カシミールでのあの汗悩は無益で、あったのだ

と、私もまた他の人達と同様に利己的で、あったのだと、

次第に飽く思うようになっていきました。

その吋時、あるカッフルと知り{jい、彼らからICを紹

介されました。そして私はICの理念を知的、非常に感銘

を受けました。これこそ私が求めていたものだと。この

カップルの協ノJで、私は徐々に痛手から立ち11':lり始め、

またカシミールの学識者達とフネのイスラム教徒遠の問j

での和解調停を行うようになり、この調停は現在も続い

ています。

解決法を強要しない

カシミールの人達の苫悩を、ある例人またはある｜叶体

のせいた‘と非難するのは簡単なことです。ほとんどの人

達はインドが敵だと思っています。しかし実際はもっと

他の事情があります。多くのインド人は、カシミールで

何が起きているのか知りません。私はー喬大切なこと

は、既成概念が生み出す解決策を強要するのではなく、

人と人との対話の機会を与え、相互理解を促し、ド！分ドl

身の「内なる沈黙Jに耳を傾けるということだと思し、ま

7 
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す。

この考えを持って、私は「アクション・フォー・ライ

フ（Actionfor Life) Jチームに9ヶ月間参加しました。

私は世界は一つの家族であり、皆が一緒にブJを介わせれ

ば地上に天国を築けると信じています。弁護士として一

年日で仕事を辞めるのは符易ではありませんでしたが、

これは神が私に望まれている仕事であり、神が私をお選

びになったのだと確信しています。私には自がありませ

んが、もし神が私にここにいるようにと亡良まれているな

らば、富は神から与えられるでしょう。私は神に自分を

搾げました。「！分の内なるy討を聞き、神からのお導きに

従っております。

私の使命

カシミール及びインドのその他の地Jiで、人道問題

および社会正義に係る問題に取り組むこと

－異なるコミュニティーの絡差をうめる架け橋となる

べく、私自身が人的資源となり、コミュニティーの相

互交流が活発になるための基盤を提供すること

人権擁護活動家として、必要とする人々に無償で法

律扶助を行うこと

私の展望

暴力のない、清潔で、精神的にも経済的にも発展し

たカシミール

良い社会を作るために、心身ともに＿，，ミ懸命に取り

組む打符たちが増えること

カシミールでは、全ての人に対する平等が、いかな

るプログラムにおいても約束されており、カシミール

の行政機関や行政指がも1~mでき、人々に対して r'ifEを

J与っていること

カシミールに対する私の拶は尖現可能なのです。 ． 
津波被害者の人たちの笑顔に接して

1-rrl際IC日本協会の持様、先般はスリランカでの津波

被芹に見舞われた人々のために募金を集めて下さり、誠

にありがとうございました。

私は皆様から民いた必金を持って、去る2JJ1 9日に

スリランカへ反り、コロンボから車で211寺｜！日ぐらい南に

定ったところのアルッツガマ（ALUTHGAMA）という町

に義兄と共に、行って米ました。

l 9日の朝711;J頃コロンボを出てアルッツガマに向か

いました。予定としては被害に遭ったfども述のために

コロンボでノートや鉛乍など、勉強するために必要な物

を買った上で向かうつもりでしたが、仰いかったので買

い物がm来ず、現地においてから側のlllfでrYし、物をする
ことにしました。判J911.y頃に着くことができましたの

で、買い物の前に、 fども達や学校のE’f任符に会って、

必要な物の確認をすることにしました。

アルッツガマのガンデヴィハラヤというお寺のお坊さ

んの話を開いた結果、 ）：＇1おうと予定していた物を変更す

ることにしました。彼の話では、津波後のイFの｜聞に凶

内外の色々なl司体から同じ物を続けてもらっているとの
ことでした。それはやはり子どもたちのための物です。

カビラ・パンダラ（ビジネスマン）

ノートや鉛筆などは、あまるほどもらっているそうな

ので、他の学校にも処！しているようです。それで私達

は fども達が欲しがっている物をお坊さんに ~~tねてみ

たところ、 l円接子ども述に会って話を聞いてみなさい

と，iわれたので、仮設住吉があるキャンプに案内して
もらいました。 ． 
すぐにキャンプに着くことができましたのでfども
速やその両親に会いました。fどもj主を集めて話を｜瑚
きましたが、遠慮してなかなか欲しいものを－，}l) II'.さ

なかったのです。 そのll~J、私の中で「この人たちも一年

．支緩物資を配るカピラさん（左から3番目）



． 

前にはあなたと同じような普通の生活をしていた人達で

すjと言う戸が聞こえたのです。それから子供一人ひと

りと仲良く話をした結果、学校に行く時履いて行く靴や

靴下などが必要なことが分かりました。靴や靴下なども

もらってはいたのですが白いスニーカーなどで、学校に

履いて行くことはlH米ないようでした。学校では交fが
向い靴と白い靴下で男fが黒い靴と向い靴下と決まって

いるので、それを背に買ってあげることにしました。ま

た、持段家の凶りを歩いたりするHjのぞうりなども買っ

てあげることにしました。砂浜の近くにできた仮設住宅

なので窓も無く、風も入らず、家の中は昼間でも真っ暗

ですごく持く、皆、主に外で過ごしているらしいので

す。

．窓のない仮設住宅

子ども達のrjrでサッカーをしている子供がいて、他

の靴ではなく出来ればサッカー靴を買ってくれないか

と恥ずかしそうに頼んできました。もちろんと応えた

H寺、娯しそうに笑ってくれました。8歳ぐらいの女の

子は、大好きだった自転11王が波に流されてしまい、い

つもさびしそうに海を見ていたそうなので、その交の

fに話を聞きました。その子の税とも話をしました
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入れなどを買うことにしました。お母さんたちの話か

ら、お米や食べるものはもらったりしても、それを料理

する鍋等が不足していることが分かりましたので、それ

も買うことにしました。

隣の町に行って買い物が済んでH音くなる前に皆の所に

帰って来ましたが、最初予号は私達が帰ってくるかどうか

余り信用していなかったようです。とにかく子供たちが

本吋に欲しかったものをICの皆様のお陰で買ってあげる

ことができました。子供たちゃ皆の笑顔を持って帰るこ

とができました。私達はまた会える日を約束しながらコ

ロンボに帰る、Jtにしました。今刷、先に買い物をしてし
まわないで、、 特に会って必要とする物を確認してから買

えたことが皆のためになり、ほんとうに私達も嬉しかっ

たです。

現在で、は津波の被害に遭った人たちの生活状況はそれ

ほどひどくはありませんが、仕事が見つかるまではまだ

まだ大変だと思います。子ども達が塾に行きたくて附っ

ていることや、行かせるお金がまったくない親の気持ち

を考えると何かまだまだしてあげたいなと思しEました。

やがて住む家がもらえるのは確実ですが、もとの生活に

もどるためにはまだまだH引BJがかかるでしょう。

l:lil際IC日本協会の皆械がスリランカの人々のために募

金をして下さり本当に感謝しています。ありがとうござ

いました。

． が、籾がまた、しっかりした仕事が見つかっていなしゅ

で、娘に「1転車を買うどころか生活のことで頭がいっ

ぱいらしいことが分かりました。早速、そのfに円転
車を買ってあげる約束もしました。

又、ここにいる赤ちゃんたちゃ妊娠中のお付さんたち

の健版が心配されていると聞きましたので、出来るだ

けミルクパウダーや寝る時に使う蚊帳や赤ちゃんの物 ・仮設住宅に住む被災した人々

スマ卜ラ沖地震が引き起こした津波による被災者の方々のために皆様から寄せて頂い

た義援金（計87,000円）を最も有効な形で、活かしたいと願っていましたが、スリランカの

力ピラさんが帰国された際、上記の報告にありますように、被災者の方々のニーズに合致

する物資を届けて頂くことができました。遅くなりまして恐縮ですが、改めてご協力下さった

皆様とカピラさんにお礼申し上げますと共にご報告させて頂きます。 (IC事務局）

9 
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f家族のような縛が生まれるj

日本ミニHOHO《心を育てるネットワーク》in福岡 に参加して

私i岡の街を見下ろし、その外に広がる博多湾を一望
のものとする、小f:jt,）丘に立つ「山の上ホテル」にて、

3}] 4日から 5l]まで「第8回日本ミニHOH O《心を

打てるネットワーク》J（注参照）が開催されました。福岡

I Cサークルを1p心に、東京、名古屋、静岡、京都、

｜岐阜から、また遠くイギリス、インド、ノルウェーか

ら3名のお客様を迎え、総勢40名が一堂に会しまし

た。

HOH Oとは不思議な三葉ですが、インドのナガ族

が、屯要な議決をuう際に行集する、部族会議の名称
に由来しています。小さな集まりと言う訳で、ミニH

OH Oと名付けられていますが、今、最も求められて

いる“心を育てる”ことについてのネットワークになれ

ば、という想いが込められています。

会の内容は、市訴（講演）、全員参加のストーリーテ

リング、「静かなi時間Jの三本の柱からなっています。

中でもストーリーテリングは、参加lit全員の心を捉

え、今回26名のJi々 が初参加lに拘らず、殆ど全11が
心からの開放感と充実感をl味わえたと語っていますロ

ストーリーテリングは、 3～5人程度を 1グループと

して、グループの全員が白分の人生を、テーマに従っ

て語ると言うものです。 一人が約 111寺聞の持ちl時間を

独りで語り、また他の人の人生を聴く事により、多く

の事を共感でき、生きていく上での）］を与えられま

す。

今回のホスト役で、福岡 ICサークル世話人代表の

讃井氏は、「普通のおじさん、おばさんに大変な人生の

ドラマがあると知的、あっと篤くばかりですJと語って

います。また、讃井氏は、 3人の外国からのゲストを

ご家庭に迎え入れ、家族全員での暖かいもてなしをし

て下さったことは、本当に有り難し）＿＇j1でした。ノル

ウェ一、イギリス、インドのお符様にとって、日本で

の域内のおもてなしだったことでしょう。

ストーリーテリングについて、皆さんの感想、を拾っ

てみると、

「今まで人に話した’Hが無い事を、 Iヨ然に話すことが

高橋久子（主婦）

．ミニHOHOin福岡の参加者

1H来、また心優しく聴いた下さった事。また、意見も

聞くことがm来、これからの道が開けたように感じ
たJ

「自分の考えがまとめl二がり、今後の人生に新しい円

椋と勇気が持てるJ

「rJ分が何に影響されているのか、｛ujを大事にしてい
るかの確認が出来た。 」人でする作業でなく、他の

人の作在で自分を知lる’＇JfがH＼来る。ただそこにwて
くれるだけで・・・、感謝しますJ

「人生の経験を共感できて素晴らしい。.t!h，｝が参加す

ること、シニアが参加することから、その経験の大き

さに勇気と大きなエネルギーが与えられたポを実感し

ましたj ． 
「とても感動的で、充実感のある体験でした。他の人

のストーリーを聞いて、私は自分の中の恐れが、人生

とはこうあるべき、という思い込みに基づくものだと

気づきました。そしてもっと違った可能性を知る’Fが
rn求ましたJ
ストーリーテリングは、 Ml司行っても素11111らしいと思

います。 一人びとりの人＇1:がドラマそのもので、 一人
ひとりの体験が胸に迫ります。自分の話も11tr,,1変わっ

て、改めて人生を見l立すことが出来ます。

また、会全体の内符や交流で、の感想は・

「静かな時間の大切さ、関係を保つ努力、平和！な社会

を築くための信念など、述い異同の方々が努力なさっ

ているお話に、勇気づけられました」

「貴重な体験を伺い、犬々背さんのお人柄と、人生で

何を大切に日々過ごされているかがじっくり伝わって
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きて、ここに集まる方達の共通性が、心のl愉をつない ・「ぷH市らしいエネルギーと新しい始まりです。今撒か

でいるのだと思えましたJ れた種が、何年かの後に立派な幹になることを感じま

「人を愛する事から何事も始まると、改めて思いまし すJ

た。そして、人生に無駄は無いと『tうー斤、つらく
寂しいll!jに思いmすと、元気になれそうです」
一fIバタパタと怠地みたいに生きている私には、心
のゆとりがなかったのですが、もっとゆっくり、もっ

とのびのび、、もっと広くというキーワードを、怖かな

n~rl悶に！盛 じましたJ

「今日ここに米られたjJ々 、まさに祈Iの導きにより、

lit界を一つにするために来られた方達と「~·う、はっ

きりとした希塑と確信を与えてくれましたJ

寸自；Ilの会が終わる頃には、持打ち解けて、皆の顔

が笑顔に輝いていました。初めてIH会った人と、人生を

分かち（；えると古う；菩ぴと開放感、充実感が皆の心に

mったのでしょう。会場全体に何か暖かいものが湧き上
がり、 一つの家族のような鮮が生まれるのを実感しまし

。
た

1'.. 

（註）2001年の年末から2002年の新年にかけてグローバルHOHOというIC国際会議が、世界50ヶ国からの200名余り

のIC関係者を集めてインドで開催されました。この際、お互いにより良く知り合う方法として、これまでの自分の人生

を語り合う「ストーリー・テリング」という手法が用いられました。日本からの参加者たちがこの「ストーリー・テリン

グJの素晴らしさに着目し、日本で、も行ってみようと、この会議の参加者を中心に有志を募り、実行委員会を結成し、

年2回のペースで実験的な試みを重ねて来ました。今回初めて福岡で開催し、参加人数も増え、良い反応も得ることが

できたため、今後、参加者を広く募っていくこととしました。次回は、 10月に開催予定。尚、ご関心のある方は、 IC

事務局までご連絡下さい。

《IC国際会議のお知らせ》

．第29回IC国際会議

《テーマ》『人生の夢と希望の実現に向けて一出会いを重ねて勇気を得ょう一』

日時：2006年6月2日（金）～6月4日（日）

会場：マホロバ・マインズ－アネックス

神奈川県三浦市南下浦町上宮田3231 TEL: 046-889 -8900 

本年もアクション・フォー・ライフの参加者を I~I心とした、ナイジエリア、ロシア、ラトビア、ア． メリカ、イン同シア、台湾からの百年を鵬、機々な入札宗教年令・献から成る多彩な参加
者が参加される予定ですので、どうぞ諮ってご参加下さい。会議の詳細については、案内状をお送り

致しますのでご覧ドさい。

．第60回コーIC世界大会（スイス）

7月6日～8月17日 総合テーマ『個人の人格を高め、

清廉な世界の実現につなげるために』

7月 6日～12[l 

7月14fI～2Irl 

7月23n～29rl

7月31日～8JJ5R 

SJ-J 7日～17R

「奉｛｜：の精神、点任感、リーダーシップ J

「改革のための手段を学ぶJ

芸術会議「現在の在り方を変革するためにJ

「IIそ界経済における信頼とi誠実性J

「クリーンで公正なアフリカを日指すための率直な対話J

※ご参加ご希望の方はICの事務局にご連絡下さい。

11 



12 

IIAJ News No.110 2006 

く〉く〉く＞1cニユースく〉く＞く〉

．マレーシアでのIC世界連絡調整会議

去る3月9日（木）から15日（水）にかけて世界各国から か？ 特にアジアにおいて？Jというもので、今後5年

約30名の参加者を得て、 IC世界連絡調整会議が開催さ のICのアジアにまたがる開発プログラム（アクション）等

れました。日本からは、兼松恵さん（本年4月から同志社 についての可能性も模索されました。近年、カンボジ

大大学院に入学）が参加しました。メインテーマは、「世 ア、ベトナム、インドネシア等アジアの国々でのIC活動

界の国々の在り方や考え方に良い変化を与えるためにIC が活発化してきており、世界のICとしてこのアジアでの

としてどのような貢献ができるか？ 又、これを世界で 動きを学ぼうと企画されたものです。会議の成果につい

のにのチーム作りの努力にどのようにリンク付けられる ては、改めてご報告致します。

・3名のIC海外ゲストの来日
上述のIC世界連絡調整会議への参加に先立ち、 IC国

際評議委員会の委員を務めるイギリスのクレア・レゲッ

トさん、インドで経営コンサルタントを務めるヴィシュ

ワナサン氏、そしてノルウエーのオスロ大学で健康・

環境・安全に関する問題のコーディネーターを務めるヨ

ルフ・シルデ氏が去る3月3日から8日まで来日しまし

た。マレーシアに集まる前に、アジアの国々の実際の

間動の実体に触れたいということで、この3名は日本．

を選択し来日しました。前述の第8回ミニHOHOin福

岡への参加を皮切りに、 IC関係者との会合を重ね、多く

の友人達との旧交を暖めると共に、新しい友人達との友

情も結ばれ、海外ゲスト並びに日本側双方にとって実り

多い訪問となりました。

入会のご案内

IC (Initiatives of Changeイニシアティブス・オブ・チェンジ、前身はMRA (Moral Re-Armament））は、

1938年にロンドンで発足して以来、対立する相手や同を変えたいと思うなら、先ず自分、そして、自国から

変わるべきである」と言う理念に基づき、あらゆる民族や宗教や文化の根底に流れる共通の倫理観（モラル）を

普遍的な絶対基準（正直、 純潔、無私、愛）にまとめ、それを基盤にして紛争解決に不可欠な信頼関係醸成の

ための橋渡しを、世界各国で進めてきました。

当国際IC日本協会は、 1977年より毎年世界各国の代表を招いて国際会議を開催し、相互理解と信頼関係の

醸成に努めてきた他、講演会や各種会合、各国のIC国際会議への参加、新しい東アジアの関係構築を図るため

の青年同士の交流等々内外で様々な事業を行っています。ご入会された方には各種行事案内、又、機関紙等を

お送り致します。世界情勢を知lり同際的な視野を得ることができます。

年会費 1.正会員個人 6,000円 2.賛助会員個人 3,000円以上

法人 50,000円 法人 50,000円以上

編集後記

相変わらず気持ちが時くなるような様々な事件が連日のように報道されています。そこで、今号の

ニュースで、は、そのような社会に希望の光を照らしてくれるようなIC会員の方々の活動をご紹介しま

した。又、本年6月のIC国際会議のテーマも、『人生の夢と希望の実現に向けて』といたしました。少

しでも住みやすい社会、そして、世界を作りたいと望まれている多くの方々に是非ご参加頂きたいと

思います。お互いのネットワークを広げ、共に希望の光を灯して参りましょう。（K.N.)

編集委員：長野清志、高橋久子、中嶋邦子翻訳協力：べイリ一律子


